
 
 

 
 

北海道におけるコンクリートの化学的侵食研究委員会【B 種・継続】 
 

(1) 活動期間 
令和7年4月～令和9年3月 

(2) 設立趣旨 
   土壌中に含まれる各種イオン，温泉成分，骨材中に含有される成分などにより，コンクリートは  
化学侵食を受ける。主な化学侵食には，酸による水和物の分解，硫酸塩の作用による膨張性化合物  
の生成などがある。これらは，構造物の建設地の地域特性と関係する。また，コンクリートの低炭 
素化において，炭酸カルシウム微粉末の混入も進められつつある。これにより，今後TSAなど低 
温下で発生する硫酸塩劣化の危険性も考えられる。以上をふまえ，北海道内の実構造物での化学的 
侵食の実態について把握する必要がある。 

(3) 活動計画 
引き続き，北海道内の実構造物で発生している化学的侵食の事例について情報交換・実態把握を 
行う。 

(4) 委員会の構成 
委員長    谷口  円    室蘭工業大学大学院 
幹 事    吉田  行    土木研究所寒地土木研究所 
委 員    小倉  束    日鉄高炉セメント（株） 
〃     木村 義彰    （地独）北海道立総合研究機構農業研究本部 
〃     林 沙耶佳    （株）太平洋コンサルタント 
〃     吉田 夏樹    大阪大学 
〃     遠田 康英    岩田地崎建設（株） 
〃     橋本 勝文    北海道大学 
〃     竹内 亮介    日鉄高炉セメント（株） 
〃     三上  健    札幌インスペクション（株） 

  


